
指標 

（厚労省共通指標）

Process

期間 各指標の計算式と分母・分子の項目名 分母・分子の解釈 

分子 分母のうち HbA1c の最終値が 8.0％未満であった外来患者数 

分母
過去1年間に90日以上の糖尿病の薬物治療が施行されている

外来患者数 
近接診は含まない。 

収集

期間
年 2回（6月・12月） 

調整

方法

37 血糖コントロール 

 糖尿病患者の血糖コントロール状態を示す指標であり、合併症を予防するには適切にコントロールすること

が推奨されている。 

最小値60.34  25％値71.95  中央値81.60  75％値85.25  最大値92.53 （％） 

回答病院34病院 うち外れ値は5病院 

 2020年の中央値は79.18％［最小値56.94、最大値96.40］で回答病院の全患者を集計した平均値は75.42％

（44,888人/59,520人）でした。 

2021年の中央値は81.60％と2.42ポイント上昇していましたが、全患者集計の平均値は76.21％（42,474人

/55,733人）とほとんど変わりありません。 

回答病院の患者数（分母数）には相当の幅があり、それぞれの病院で経年的変化を検討して血糖コントロー

ルの適否など確認してください。 

参考：日本病院会Ql「2020年度結果報告」には、指標No.14-a「糖尿病患者の血糖コントロールHbA1c<7.0％」

＝213施設・平均値47.1％、中央値46.9％、最大値74.6％、最小値13.8％、▼指標No.14-b「65歳以上の糖尿病

患者の血糖コントロールHbA1c<8.0％」＝平均値77.8％、中央値81.4％、最大値100.0％、最小値21.1％と公表

されています。定義の異同に注意して比較、検討してください。 

指標の意義 

指標の計算式、分母・分子の解釈 

考察 

改善・運用事例な 
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